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同志社大学文化情報学部では、文理融合型学術創生をめざしPBL型式科目としてジョイ

ントリサーチ科目を設置している。数理推論研究室と時空間情報科学・行動計量解析学研

究室が合同で、現実世界に観察される「文化・社会の相転移現象」を解明することを目指

し、当該科目を設定した。学生は、文化・社会事象のミクロスケールでの相互作用とマク

ロでの文化の相転移事象の観察・評価可能性の解明を目的にMASの応用を進める。社会・

文化・歴史・経済などの多様な分野の課題について、４名程度の計６グループを編成、課

題抽出－背後あるミクロスケールでの人行動（振る舞い）に関する検討－相互作用のモデ

ル化－MASの応用と結果の検討、を実践的に学ぶ。




